
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
の
建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

新
旧
対
照
条
文

（
宅
建
業
法
部
分
）

四

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
重
要
事
項
の
説
明
等
）

（
重
要
事
項
の
説
明
等
）

第
三
十
五
条

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
宅
地
若
し
く
は
建
物
の
売
買
、
交
換

第
三
十
五
条

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
宅
地
若
し
く
は
建
物
の
売
買
、
交
換

若
し
く
は
貸
借
の
相
手
方
若
し
く
は
代
理
を
依
頼
し
た
者
又
は
宅
地
建
物
取

若
し
く
は
貸
借
の
相
手
方
若
し
く
は
代
理
を
依
頼
し
た
者
又
は
宅
地
建
物
取

引
業
者
が
行
う
媒
介
に
係
る
売
買
、
交
換
若
し
く
は
貸
借
の
各
当
事
者
（
以

引
業
者
が
行
う
媒
介
に
係
る
売
買
、
交
換
若
し
く
は
貸
借
の
各
当
事
者
（
以

下
「
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
相
手
方
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
そ
の
者

下
「
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
相
手
方
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
そ
の
者

が
取
得
し
、
又
は
借
り
よ
う
と
し
て
い
る
宅
地
又
は
建
物
に
関
し
、
そ
の
売

が
取
得
し
、
又
は
借
り
よ
う
と
し
て
い
る
宅
地
又
は
建
物
に
関
し
、
そ
の
売

買
、
交
換
又
は
貸
借
の
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
、
取
引
主
任
者
を
し

買
、
交
換
又
は
貸
借
の
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
、
取
引
主
任
者
を
し

て
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し

て
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し

た
書
面
（
第
五
号
に
お
い
て
図
面
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
図
面
）
を
交
付

た
書
面
（
第
五
号
に
お
い
て
図
面
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
図
面
）
を
交
付

し
て
説
明
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
て
説
明
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

（
略
）

五
の
二

（
略
）

七
～
十
二

（
略
）

六
～
十
一

（
略
）

十
三

当
該
宅
地
又
は
建
物
の
瑕
疵
を
担
保
す
べ
き
責
任
の
履
行
に
関
し
保

か

し

証
保
険
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
措
置
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を

講
ず
る
か
ど
う
か
、
及
び
そ
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
措
置

の
概
要

十
四

（
略
）

十
二

（
略
）

２

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
割
賦
販
売
（
代
金
の
全
部
又

２

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
割
賦
販
売
（
代
金
の
全
部
又

は
一
部
に
つ
い
て
、
目
的
物
の
引
渡
し
後
一
年
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
、
か

は
一
部
に
つ
い
て
、
目
的
物
の
引
渡
し
後
一
年
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
、
か

つ
、
二
回
以
上
に
分
割
し
て
受
領
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
販
売
す
る
こ
と

つ
、
二
回
以
上
に
分
割
し
て
受
領
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
販
売
す
る
こ
と

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
相
手
方
に
対
し
て
、
そ
の
者
が
取
得
し
よ
う
と

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
相
手
方
に
対
し
て
、
そ
の
者
が
取
得
し
よ
う
と

す
る
宅
地
又
は
建
物
に
関
し
、
そ
の
割
賦
販
売
の
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
の

す
る
宅
地
又
は
建
物
に
関
し
、
そ
の
割
賦
販
売
の
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
の
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間
に
、
取
引
主
任
者
を
し
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲

間
に
、
取
引
主
任
者
を
し
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各

げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
て
説
明

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し

を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
説
明
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
書
面
の
交
付
）

（
書
面
の
交
付
）

第
三
十
七
条

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
売
買
又
は
交
換
に

第
三
十
七
条

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
売
買
又
は
交
換
に

関
し
、
自
ら
当
事
者
と
し
て
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
そ
の
相
手
方
に
、
当

関
し
、
み
ず
か
ら
当
事
者
と
し
て
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
そ
の
相
手
方
に

事
者
を
代
理
し
て
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
そ
の
相
手
方
及
び
代
理
を
依
頼

、
当
事
者
を
代
理
し
て
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
そ
の
相
手
方
及
び
代
理
を

し
た
者
に
、
そ
の
媒
介
に
よ
り
契
約
が
成
立
し
た
と
き
は
当
該
契
約
の
各
当

依
頼
し
た
者
に
、
そ
の
媒
介
に
よ
り
契
約
が
成
立
し
た
と
き
は
当
該
契
約
の

事
者
に
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け

各
当
事
者
に
、
遅
滞
な
く
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

れ
ば
な
ら
な
い
。

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
十

（
略
）

一
～
十

（
略
）

十
一

当
該
宅
地
若
し
く
は
建
物
の
瑕
疵
を
担
保
す
べ
き
責
任
又
は
当
該
責

十
一

当
該
宅
地
又
は
建
物
の
瑕
疵
を
担
保
す
べ
き
責
任
に
つ
い
て
の
定
め

か

し

か

し

任
の
履
行
に
関
し
て
講
ず
べ
き
保
証
保
険
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
措
置
に

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

つ
い
て
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容

十
二

（
略
）

十
二

（
略
）

２

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
に
関
し
、
当
事
者
を
代

２

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
に
関
し
、
当
事
者
を
代

理
し
て
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
そ
の
相
手
方
及
び
代
理
を
依
頼
し
た
者
に

理
し
て
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
そ
の
相
手
方
及
び
代
理
を
依
頼
し
た
者
に

、
そ
の
媒
介
に
よ
り
契
約
が
成
立
し
た
と
き
は
当
該
契
約
の
各
当
事
者
に
、

、
そ
の
媒
介
に
よ
り
契
約
が
成
立
し
た
と
き
は
当
該
契
約
の
各
当
事
者
に
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
業
務
に
関
す
る
禁
止
事
項
）

（
業
務
に
関
す
る
禁
止
事
項
）

第
四
十
七
条

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
、
宅
地
建
物
取

第
四
十
七
条

宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
、
宅
地
建
物
取

引
業
者
の
相
手
方
等
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

引
業
者
の
相
手
方
等
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。
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一

宅
地
若
し
く
は
建
物
の
売
買
、
交
換
若
し
く
は
賃
借
の
契
約
の
締
結
に

一

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
故
意
に
事
実
を
告
げ
ず
、
又
は
不
実
の
こ
と

つ
い
て
勧
誘
を
す
る
に
際
し
、
又
は
そ
の
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
若
し
く

を
告
げ
る
行
為

は
解
除
若
し
く
は
宅
地
建
物
取
引
業
に
関
す
る
取
引
に
よ
り
生
じ
た
債
権

の
行
使
を
妨
げ
る
た
め
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

故
意
に
事
実
を
告
げ
ず
、
又
は
不
実
の
こ
と
を
告
げ
る
行
為

イ

第
三
十
五
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

ロ

第
三
十
五
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
事
項

ハ

第
三
十
七
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
各
号
（
第
一
号
を
除
く
。
）

に
掲
げ
る
事
項

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
宅
地
若
し
く
は
建
物
の
所

在
、
規
模
、
形
質
、
現
在
若
し
く
は
将
来
の
利
用
の
制
限
、
環
境
、
交

通
等
の
利
便
、
代
金
、
借
賃
等
の
対
価
の
額
若
し
く
は
支
払
方
法
そ
の

他
の
取
引
条
件
又
は
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
若
し
く
は
取
引
の
関
係

者
の
資
力
若
し
く
は
信
用
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
、
宅
地
建
物
取
引

業
者
の
相
手
方
等
の
判
断
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
も
の

二

（
略
）

二

（
略
）

三

手
付
け
に
つ
い
て
貸
付
け
そ
の
他
信
用
の
供
与
を
す
る
こ
と
に
よ
り
契

三

手
附
に
つ
い
て
貸
付
け
そ
の
他
信
用
の
供
与
を
す
る
こ
と
に
よ
り
契
約

約
の
締
結
を
誘
引
す
る
行
為

の
締
結
を
誘
引
す
る
行
為

第
七
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役

第
七
十
九
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く

若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

第
七
十
九
条
の
二

第
四
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る

行
為
を
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
八
十
条

第
四
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
を

第
八
十
条

第
四
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲

し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

げ
る
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。
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第
八
十
条
の
二

第
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以

第
八
十
条
の
二

第
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以

下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
八
十
条
の
三

第
十
六
条
の
十
五
第
二
項
又
は
第
十
七
条
の
十
四
の
規
定
に

第
八
十
条
の
三

第
十
六
条
の
十
五
第
二
項
又
は
第
十
七
条
の
十
四
の
規
定
に

よ
る
試
験
事
務
又
は
講
習
業
務
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の

よ
る
試
験
事
務
又
は
講
習
業
務
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の

違
反
行
為
を
し
た
指
定
試
験
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
登
録
講
習
機

違
反
行
為
を
し
た
指
定
試
験
機
関
又
は
登
録
講
習
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は

関
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
）
若
し
く
は
そ

、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

の
職
員
（
第
八
十
三
条
の
二
に
お
い
て
「
指
定
試
験
機
関
等
の
役
員
等
」
と

い
う
。
）
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
八
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役

第
八
十
一
条

第
二
十
五
条
第
五
項
（
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

若
し
く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た

一

第
二
十
五
条
第
五
項
（
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

者
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
を

を
含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
又
は
第
四
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、

二

第
四
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た

又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

者

第
八
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰

第
八
十
二
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

金
に
処
す
る
。

処
す
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

第
八
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の

第
八
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
。

罰
金
に
処
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
八
十
三
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反

第
八
十
三
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反

行
為
を
し
た
指
定
試
験
機
関
等
の
役
員
等
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

行
為
を
し
た
指
定
試
験
機
関
又
は
登
録
講
習
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三

す
る
。

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
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一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

第
八
十
四
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

第
八
十
四
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
七
十
九
条
、
第

る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の

八
十
条
及
び
第
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
三
条
ま
で
（
同
条
第
一
項
第
三
号
を

法
人
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
各
本
条

除
く
。
）
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ

の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。
た
だ
し
、
法
人

一

第
七
十
九
条
又
は
第
七
十
九
条
の
二

一
億
円
以
下
の
罰
金
刑

又
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
の
当
該
違
反
行
為
を
防
止
す

二

第
八
十
条
又
は
第
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
三
条
ま
で
（
同
条
第
一
項
第

る
た
め
、
当
該
業
務
に
対
し
相
当
の
注
意
及
び
監
督
が
尽
く
さ
れ
た
こ
と
の

三
号
を
除
く
。
）

各
本
条
の
罰
金
刑

証
明
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。


